
省

令

平成™�年›月˜日 火曜日 (号外第�›号)官 報

別
記
様
式
第
十
一
号
中
「国

土
交
通
大
臣
知
事

†

」
を
「

国
土
交
通
大
臣

地
方
整
備
局
長

北
海
道
開
発
局
長
知
事

†

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
二
号
、
別
記
様
式
第
十
四
号
及
び
別
記
様
式
第
十
五
号
中
「金

融
庁
長
官

国
土
交
通
大
臣
殿

」を「財
務
（
支
）

地
方
整
備
局

北
海
道
開
発

局
長
長

殿
局
長

」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
第
十
六
号
中
「国

土
交
通
大
臣
知
事

†
」
を
「

国
土
交
通
大
臣

地
方
整
備
局
長

†
北
海
道
開
発
局
長

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
命
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
命
令
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
命
令
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
に
つ
い
て
は
、
当
分
の
間
、
こ

れ
を
取
り
繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
総
務
省
令
第
四
十
二
号

放
送
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三
十
二
号
）
の
規
定
に
基
づ
き
、
及
び
電
波
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
三

十
一
号
）
を
実
施
す
る
た
め
、
放
送
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う

に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

総
務
大
臣

新
藤

義
孝

放
送
法
施
行
規
則
及
び
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

（
放
送
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
一
条

放
送
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
六
十
六
条
第
五
号
中
「
別
表
第
五
号
（
注
）
十
二
」
を
「
別
表
第
五
号
（
注
）
九
」
に
改
め
る
。

第
百
十
八
条
第
二
項
中
「
親
局
」
の
下
に
「
及
び
プ
ラ
ン
局
」
を
加
え
、「
中
継
回
線
設
備
及
び
」
を
「
中
継
回
線

設
備
並
び
に
」
に
改
め
る
。

第
百
二
十
五
条
第
三
項
中「（
地
上
基
幹
放
送
を
す
る
放
送
局
を
い
う
」
の
下
に
「
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
」
を
加

え
、
同
条
第
五
項
を
同
条
第
六
項
と
し
、
同
条
第
四
項
中
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」
を
「
前
各
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
放
送
」
に
改
め
、「
、
前
三
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
を
削
り
、同
項
を
同
条
第
五
項
と
し
、

同
条
第
三
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

４

前
二
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
超
短
波
放
送
に
係
る
重
大
な
事
故
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
と
す
る
。

一

法
第
百
十
三
条
第
二
項
の
総
務
省
令
で
定
め
る
重
大
な
事
故
は
、
特
定
地
上
基
幹
放
送
局
等
設
備
（
特
定
地

上
基
幹
放
送
局
の
無
線
設
備
に
あ
つ
て
は
、
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
四
に
定
め
る
周
波
数
を
使
用
す

る
も
の
に
限
る
。）に
起
因
し
て
放
送
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
さ
せ
た
事
故
で
あ
つ
て
、
当
該
放
送
の
停
止
時

間
が
十
五
分
以
上
の
も
の

二

法
第
百
二
十
二
条
の
総
務
省
令
で
定
め
る
重
大
な
事
故
は
、
基
幹
放
送
局
設
備
（
地
上
基
幹
放
送
局
の
無
線

設
備
に
あ
つ
て
は
、
基
幹
放
送
用
周
波
数
使
用
計
画
第
四
に
定
め
る
周
波
数
を
使
用
す
る
も
の
に
限
る
。）に
起

因
し
て
放
送
の
全
部
又
は
一
部
を
停
止
さ
せ
た
事
故
で
あ
つ
て
、
当
該
放
送
の
停
止
時
間
が
十
五
分
以
上
の
も

の

（
無
線
局
免
許
手
続
規
則
の
一
部
改
正
）

第
二
条

無
線
局
免
許
手
続
規
則
（
昭
和
二
十
五
年
電
波
監
理
委
員
会
規
則
第
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
二
条
第
五
項
第
三
号
中「（
平
成
十
五
年
総
務
省
令
第
二
十
六
号
）」を「（
平
成
二
十
三
年
総
務
省
令
第
八
十
七

号
）」に
改
め
、
同
項
第
六
号
中
「
別
表
第
五
号
（
注
）
十
二
」
を
「
別
表
第
五
号
（
注
）
九
」
に
、「（
放
送
法
施
行

規
則
別
表
第
五
号
（
注
）
十
三
」
を「（
同
表
（
注
）
十
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
六
号

国
の
債
権
の
管
理
等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
三
十
一
年
政
令
第
三
百
三
十
七
号
）
第
十
条
第
四
項
の
規
定
に

基
づ
き
、
債
権
管
理
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

債
権
管
理
事
務
取
扱
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

債
権
管
理
事
務
敢
扱
規
則
（
昭
和
三
十
一
年
大
蔵
省
令
第
八
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
二
第
一
号
３
納
付
金
の
類
中
「
職
域
等
費
用
納
付
金
債
権

輸
入
米
等
納
付
金
債
権

輸
入
麦
等
納
付
金
債
権

」
を
「
職
域
等
費
用
納
付
金
債
権

輸
入
食
糧
納
付
金
債
権

」
に
、「
独
立
行

政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
納
付
金
債
権
」
を
「
独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
納
付
金

債
権
」
に
改
め
、
同
号
10
貸
付
金
回
収
金
の
類
中
「
電
線
敷
設
工
事
資
金
貸
付
金
債
権
」
を
「
電
線
敷
設
工
事
資
金
貸

株
式
会
社
商
工
組
合
中

付
金
債
権

央
金
庫
貸
付
金
債
権
」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

〇
財
務
省
令
第
三
十
七
号

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
一
年
法
律
第
七
十
三
号
）第
十
条
及
び
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
令（
昭

和
四
十
一
年
政
令
第
百
六
十
四
号
）
第
三
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
六
年
四
月
一
日

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令

地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
昭
和
四
十
一
年
大
蔵
省
令
第
三
十
五
号
）の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
一
条
の
三
中
「
五
兆
八
千
五
百
十
二
億
円
」
を
「
六
兆
六
千
三
百
八
十
億
円
」
に
、「
三
千
四
百
八
十
八
億
円
」
を

「
三
千
六
百
二
十
億
円
」
に
、「
二
百
三
十
六
億
円
」
を
「
三
百
四
億
円
」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
省
令
に
よ
る
改
正
後
の
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
第
一
条
の
三
の
規
定
は
、
こ
の
省
令
の
施
行
の

日
以
後
に
締
結
す
る
地
震
保
険
に
関
す
る
法
律
第
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日

前
に
締
結
し
た
同
項
に
規
定
す
る
再
保
険
契
約
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。
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